第６学年道徳学習指導案
１　主題名　誠実な人　～吉田松陰～　１－（４）　正直・誠実
２　資料名　誠実な人　～吉田松陰～　（出典　光文書院「ゆたかな心」）
３　主題設定の理由

（1） ねらいとする価値について
　　　　自分に失敗や過ちがあったとき、その罪をできるだけ軽減しようとすることがある。そうなるためにうそをついたり、ごまかしたりすると、その罪が更に大きくなっていくばかりである。正直に自分の失敗や過ちを話し、誠実に自分の思いや考えを述べることは大切である。正直に、そして誠実に話すことで、周囲の人々に好影響を及ぼすことは多い。
（2） 児童の実態について
　　　本学級には、素直な児童が多い。教師の指示に対して素早く活動を始めたり、友達の意見に耳
を傾け共感したりすることができる。ところが、自分が正しいと判断して取った言動が誰かの迷
惑となった場合、自分の反省点がなかなか認められず、また自分の思いを述べようとする姿勢が
なかなか見られない。よりよい学校生活を送るために、自分の失敗や過ちを正直に話し、誠実に
自分の思いを述べることが大切であり、そうすることで友達からの信頼を得ることができるとい
うことを考えさせたい。
（３）　資料について
　　　　江戸時代末期に生きた吉田松陰の逸話である。

ペリーが黒船を４隻率いて来航し、鎖国から開国へと日本が大きく動こうとしていたときに、

「１日も早く、ヨーロッパやアメリカの進んだ文化をとり入れて、実力のある国にならなければいけない。」と考えていた松陰は、幕府のおきてを破って黒船に乗り込み、渡米を試みる。ペリーの許可がおりずに失敗した松陰は、「いさぎよく死にましょう。」と言う弟子の声に首をふる。松陰が取った行動は、自首をして、正直に話し、役人によく説明をするというものだった。留置場の番人までも、うそのないまじめな松陰を尊敬するようになっていく。後に松陰が開いた松下村塾の門下生たちは明治維新で活躍するようになる。
　松陰がとる行動と自分自身の言動を照らし合わせることで、誠実に生きることが周囲の人々にも良い影響を与えることに気付かせたい。このことは、本校の高学年の目指す子ども像の「思いやりの心をもって、集団のために主体的に行動することができる。」に迫るものである。

４　本時のねらい

　　　自分の考えを正直に話し、誠実に生きていこうとする心情を育てる。
５　準備　（教）場面絵２枚、松下村塾写真、人物写真（吉田松陰、高杉晋作、伊藤博文）
　　　　　　　　ワークシート

６　本時の展開
	
	学習活動
	主な発問と予想される子どもの反応
	指導上の留意点

	導

入

５
分
	１　誠実な人とはどんな人なのかを考える。
	△　誠実な人とはどんな人でしょうか。
・　まじめに生きている人。
・　うそをつかない人
・　自分に正直に生きている人。
	・　一人一人の意見を大切にする雰囲気をつくる。

	展

開
35
分
	２　「誠実な人―吉田松陰―」を読んで話し合う。
（１）松陰が幕府に進んで自首をしたことについて話し合う。
（２）松陰の生き方について話し合う。

	△　弟子の意見に静かに首をふった松陰はどんな気持ちだったのでしょうか。
・　進んで自首してできるだけ迷惑をかけないようにしたい。
・　役人にしっかり説明すればわかってくれるはずだ。
・　死ぬ前にまだすべきことがある。

▲　あなたは松陰の生き方についてどんな感想をもちましたか。
・　誠実な生き方をしているので、見習いたい。
・　逃げずに正直に話し、いろんな人たちに認められていったからすごい人だ。

・　自分だったらできないことを次々
にする松陰はすごいと思う。
・　仲間のために自分が自首したことがすばらしいと思う。
	・　教師が資料を範読する。
・　社会科で学んだ幕末について思い出させ、場面を想起しやすくする。
・　自分が誠実な生き方をできているか考えさせる。
・　逃げ切ることができても、誰からも認められたのでは、と揺さぶる。

・　松陰のような生き方に憧れるのならば、自分自身もそのような生き方ができるのかを問う。
・　自分も仲間も逃げることを考えなかったのかと揺さぶる。

	終

末
５
分
	３　今までの自分を振り返りながら、誠実な生き方について考える。
	△　今日の授業の感想をワークシートに書きましょう。
	・　松陰の生き方と今までの自分を照らし合わせ書くようにする。


